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要約 

本研究では幼児期に非常に強い感覚異常とこだわりがあった自閉スペクトラム症の事例について，

現在成人期の本人とともに幼児期から現在までを回顧的に振り返り，感覚処理特性の変遷や長期的

予後を検討することを目的とした。対象は 26 歳の自閉スペクトラム症（ASD）の男性で，過去から

現在までの感覚処理特性とこだわりの変遷について，半構造化面接を通して回顧記録を収集した。

結果，年齢とともに感覚異常やこだわりが落ち着いたと見える事例でも，それらが完全に消失して

いるわけではなく，様々な対処行動を学習することで対応していることが示唆された。ASDの中核

症状としてのこだわりや感覚異常についての有効なアプローチは未だ確立していないが，幼児期か

ら環境調整や対処行動について学び，バリエーションを増やしていくことの重要性が示された。 

 

キー・ワード：感覚処理特性，こだわり，自閉スペクトラム症  

 

Ⅰ．はじめに 

自閉スペクトラム症 (以下，ASD) は，社会的コミ

ュニケーションにおける持続的な困難，限られた興味，

反復的な行動を特徴とする神経発達症の１つである

（APA, 2023）。世界的な有病率は約0.6%と推定され

ており（Salari et al., 2022），日本の有病率は3.22％

（Saito et al., 2020），米国は2.76％（Maenner et al., 

2023）と先進国は高い傾向にある。 

ASDの多くに感覚過敏や感覚鈍麻といった感覚処

理障害（Sensory Processing Disorder: SPD）が存在

する（Leekam et al., 2007）。感覚処理の問題は米国

精神医学会（APA）発行の精神疾患の診断分類，改訂

第 5 版「精神障害の診断と統計マニュアル」（DSM-

5）で初めてASDの診断基準の1つとして示された。

ASDの感覚異常は9歳以降には落ち着いていくとの

報告がある（Baum et al., 2015）ものの，臨床場面に

おいては成人期においても強い過敏性や感覚鈍麻，こ

だわりで困っている事例も少なくない。しかし感覚処

理特性へのエビデンスのある対処方法については解

明されていない（高橋・神尾，2018）。 

本研究では幼児期に非常に強い感覚異常とこだわ

りが存在した事例について，現在成人期の本人ととも

に回顧的に振り返り，感覚処理特性の変遷や長期的予

後について検討することを目的とした。 

 

 

Ⅱ．方法 

１．対象者 

対象者は26歳の男性であった。幼少期は当時の診

断名で高機能自閉症，注意・欠陥多動性障害（AD/HD），

学習障害（LD）の診断があった。幼少期に非常に強

い感覚処理異常とこだわりがあり，特に聴覚過敏と感

覚鈍麻が強くみられた。そのため日常生活を送ること

が困難になり，自傷，他害，不登校を経験した。 

 現在は自閉スペクトラム症（ASD），軽度の知的発

達症の診断がある。障害者雇用枠のパート勤務 9 年

目になり，毎日欠勤なく通勤をしている。プライベー

トの時間は趣味の鉄道（乗り鉄）を楽しんだり，編み

物をしたり，YouTube を見たりするなど，自分の時

間を過ごすことができている。現在は自傷，他害はな

く，穏やかに生活をしており，周囲から見ると過敏性

やこだわりはなくなったようにみえている。 

２．時期 

X年7月～8月に2回に分けて実施した。 

３．実施手順 

40分程度の半構造化面接を2回実施した。インタ

ビューはオンライン会議サービス「ZOOM」を使用し，

対象者に幼児期から現在までの感覚処理特性とこだ

わりの変遷について回顧をおこなう形で実施した。質

問内容は井上・井上（2014）を参考に作成し（Table 

1），各カテゴリーについて①過去のエピソード②当
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時の気持ち③現在のエピソード④現在の気持ちにつ

いて聞き取りをおこなった。項目ごとに大まかな回答

を得たあとに，詳細な語りを得られるように適宜質問

をおこなった。 

 

Table 1  

質問カテゴリー 

 

１ 感覚過敏性 

1-1 聴覚について 

a乳幼児の声 

b雷の音 

cその他 

1-2 視覚について 

1-3  触覚について 

1-4  嗅覚について 

1-5  味覚について 

２ 感覚鈍麻 

３ こだわり 

3-1  行動の繰り返し 

3-2  順番へのこだわり 

3-3  時間へのこだわり 

3-4  食事へのこだわり 

3-5 鉄道へのこだわり 

 

 

４．解析方法 

インタビュー内容はZOOMを通してレコーディン

グをおこない，議事録アプリにて文字起こしをおこな

った。その中から各質問のエピソードや気持ちを抽出

してまとめた。 

５．倫理的配慮 

調査協力者および保護者に対して，事前に本研究の

目的や方法，インタビュー中止の自由などの説明を書

面で伝え，ZOOMを通して再度確認した。当日も協

力を得ることができる場合のみオンラインの接続を

継続し，中止の場合にはオンラインを自由に切断する

ことができることを伝えたうえで面接を実施した。 

 

Ⅲ．結果 

１．感覚過敏性 

（１）聴覚 

①乳幼児の泣き声 

乳幼児の泣き声が苦手で,弟が赤ちゃんの頃は弟に

包丁を向けることや，自分の耳を切り落とそうとした

こともあった。外出先で知らない赤ちゃんが泣くと

「やめて」と言いにいき，泣き止まないと手をあげる

ことや部屋からの飛び出しがみられた。 

 

【当時】赤ちゃんの泣き声は耳と頭が痛いので，

いつ泣き止むかわからないのはつらかったです。

「泣くのをやめてください」と赤ちゃんに言った

のに伝わらないのがとても嫌でした。 

 

【現在】今でも一番苦手な音です。でも赤ちゃん

はまだ言葉が通じないので，自分が離れるように

します。それができないときにはイヤホンで自分

の好きなYouTubeを聴きます。でも赤ちゃんのお

母さんはなるべく泣かさないようにしてほしい

し，早く泣き止ませてほしいです。 

 

現在も過敏性は残っているが，対処法を獲得したこ

とで対応ができるようになっていることが語られた。 

 

②雷の音 

雷がいつ鳴るかわからないことが不安で外出でき

なくなった。そのため雲の勉強を始めて，雷を予想す

ることで外出できるようになったが，雷予報が出た日

には学校には行けなかった。 

 

【当時】雷のうるさい音が嫌いだし，自分に落ち

てくるかもしれないことがこわかったです。 

 

【現在】雷には終わりがあるので，しばらく耐え

ていると過ぎ去っていきます。今は雷レーダーと

いう便利なものがありますので，予測することが

できます。雷がなったら，イヤホンでYouTubeを

聴き，編み物をして気をそらせて耐えます。自分

に落ちてくる確率があまり高くないこともわかり

ました。 

 

現在も過敏性は残っているが，対処法を獲得したこ
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とで対応ができるようになっていることが語られた。 

③その他 

電化製品にも感覚過敏が残っており，今も苦手な機

種があるが，それを選ばないことで対応していること

が語られた。また，「終わりがあるものは我慢はでき

るが，好きではない。イヤホンでYouTubeを聞きな

がら，編み物に没頭して気をそらす。」と語る一方で，

「花火は我慢をすれば終わりがあることがわかった

ので，耐えることができるけど，わざわざ花火を見に

行く人のことは一生理解できないと思う。」とも語っ

ていた。 

 

（２）視覚 

小学校低学年のときに外出の際にはまぶしさを訴

えていたが，年齢とともになくなり，現在ではそれは

感じなくなっている。自分でも「全く気にならない」

と話していた。 

 

（３）触覚 

保育園の時には制作や外遊びの際に手が汚れるこ

とを嫌がっていた場面があったが，小学校入学後には

みられなくなり，現在でもそれはみられない。小学校

低学年のときには，服の素材の感触についての嫌悪感

を一時期強く訴えていたことがあったが，高学年には

なくなり，その後も気になることはない。幼少期には

夏の暑さの感覚も苦手であったが，体育祭の練習など

外での活動が少なくなって以降は，自分で対応できる

ようになっている。自分でも「服が気になることはな

い」と話していた。 

 

（４）嗅覚 

小学校低学年～中学年にかけて，「なんかくさい」

と人や物のにおいを嫌がる場面が多かったが，高学年

になるとみられなくなり，現在も「そういったことは

気にならない」と話していた。 

 

 

（５）味覚 

乳幼児期のときから偏食が強く，乳児のときには一

定の温度以下のミルクは口にすることができなかっ

た。離乳食が始まっても，口にできるものは限られて

いたが，年齢があがるにつれてそれは解消していき，

小学校入学時には味覚や食感が理由で食べることが

できないものはなくなっていた。しかしその一方でこ

だわりが理由で口にできないものが増えていった。現

在も偏食はみられない。 

 

２．感覚鈍麻 

幼少期には満腹感がわからず，いつも母親に「僕は

お腹がいっぱいになりましたか。」と聞き，満腹度を

確認していた。現在も満腹の感覚はわかりにくいよう

だが，「だいたい食べる量を決めています。」と話し，

食べる量を最初から決めることで対応をしているよ

うだった。 

 また幼少期には痛みをあまり感じず，大怪我をした

際に笑いながら受診をして,医師に驚かれたというエ

ピソードがあった。現在もそれは残っているようで，

仕事の際に包丁で深く指を切ってしまったときに，家

に帰って母親から「病院に行くくらいの怪我だ。」と

指摘されて急いで受診をしたというエピソードが語

られた。 

 

３．こだわり 

①行動の繰り返し 

ドアの開閉を繰り返す，シールを見るとはがす，回

るものを見続ける等のこだわりは年齢とともになく

なっていった。 

 

②順番 

幼少期には，道順，家事の順番，生活パターンを変

えることへの拒絶から，怒る，暴れるなどの攻撃的な

行動がみられた。 

 

【当時】いつもと違うということが気持ち悪かっ

たです。気持ち悪いことは避けたいです。いつも

と違うことをしたら，予測しないことが起こるか

もしれないので不安になっていました。 

 

【現在】人は人，自分は自分なので，人に強要す

ることはなくなりました。でも自分は毎日決まっ

た通りのスケジュールで規則正しく生活をしてい

ます。いつもと違ったことが起きた場合でも，対
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応することはできます。この前も電車に乗ってい

る時にとまってしまいましたが，職場へ連絡をい

れて対応できました。 

 

自分のルールとしては今も残っているが，人に強要

することはなく，自分の生活に影響が出るような強い

こだわりといえるものではなくなっている。 

 

③時間 

幼少期には家の中の時計をすべて集めて，すべての

時計の時間をそろえており，1分1秒でもずれるとパ

ニックをおこして泣き叫んでいた。自分だけでなく，

他人も決められた時間通りに動かないといけないと

いうことにこだわり，それができないと暴言や攻撃的

な行動がみられた。 

 

【当時】時計の時間が違うなんて，気持ち悪いじ

ゃないですか。だから時間を一致させたいと思う

のは普通のことだと思うのですが。決められた時

間通りに動くことで安心できます。 

 

【現在】時計によっては時間がずれてしまうこと

は理解していますが，今は電波時計という便利な

ものがありますので，みんな使ったほうがいいで

すよ。時間通りに動けない人もいることもわかっ

て許せるようになりましたが，僕は時間通りに動

きます。 

 

自分は時間通りに行動するほうが落ち着くため，現

在もそのように行動しているが，他人へ強要すること

はなく，他人の事情も理解できるようになり，遅れる

人がいることにも寛容になった。 

 

④食事 

小学校低学年のときには，濁音，半濁音，拗音，長

音，促音，「ん」，カタカナのつく文字の食べ物は口に

しないというこだわりがみられた。そのため，何も食

べることができなくなり，空腹になるものの食事をと

ることができず，パニック症状から自傷行動がみられ

ることもあった。特に同時期にもう 1 つ強くこだわ

っていた「マクドナルドのハッピーセットが新しく出

たら必ず食べにいく」という行動を自分自身で制限を

かける結果になってしまったため，さらに不安が増大

し，自分の行動や感情をコントロールすることが困難

になった。 

 

【当時】実はこれについてはよくみんなから言わ

れますが，あまりよく覚えていないんですよね。

ハッピーセットを食べたかったのに食べれなかっ

たという後悔だけは覚えています。でも当時は何

か理由があったと思います。家でハッピーセット

を自分で作って食べていたということも覚えてい

ますが，あれは結構よかったですよ。 

 

【現在】今は何でも食べますよ。自分でごはんを

作ることも多いので，自分の食べたいものを作り

ますしね。お母さんが作ったときも全部食べれま

す。 

 

⑤鉄道 

小さい頃から鉄道が好きで，文字は電車や駅の名前

を通して覚えた。余暇は駅に電車を見に行ったり，乗

ったりすることだった。数字へのこだわりもあり，時

刻表も好きだった。生活の様々なことを鉄道関係にお

きかえることで，本人の動機付けを高めていた。 

 

【当時】小さい頃から電車は見るのも乗るのも好

きでした。電車も路線図も好きでした。時刻表も

好きでした。 

 

【現在】今は仕事の休日にはひとりで県外まで電

車に乗って出かけます。インスタを見て，行きた

い場所を決めます。先日は青春18切符のポスター

にもなっているA県のB駅に行ってきました。ヒ

ーローの映画のロケ地にもなった駅ですが知って

いますか？その駅に電車がとまっている写真をと

りました。駅でソフトクリームを食べて，周りの

散策をしました。歩き回りすぎて道に迷ってしま

いましたが，地図アプリで位置検索をしました。

帰りの電車の時間を考えるとまた歩いて戻るのは

時間的に厳しかったので，自分でタクシーを呼ん

で駅に戻ってきました。 
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Ⅳ．考察 

本研究では幼児期に強い感覚異常とこだわりがあ

った一事例について，現在成人期の本人とともに幼少

期を回顧的に振り返り，感覚処理特性の変遷や長期的

予後を検討することを目的とした。 

対象者は，乳児期にミルクの温度が一定温度から下

がると全く口にしないところから感覚過敏が報告さ

れ，年齢があがるにつれて様々な過敏性，こだわりが

増大していった。そのことが原因の一つで不登校にな

り，本人も家族も日々の生活を送ることだけでも困難

であった。これらのことから，当時は強度行動障害に

発展するリスクを抱えていた事例であった。しかし幼

児期早期から高校卒業まで本人への療育や相談，親支

援を継続的におこない，適切なタイミングで介入をお

こなうことができたことや，両親が適切な対応ができ

ていたことなどから，思春期での症状の悪化を防ぐこ

とができ，成人期での一定のコントロールにつながっ

たと考えられる。 

 

１．感覚の過敏性について 

ASD の感覚異常は不安,活動レベル,日常生活スキ

ル,覚醒調節と睡眠などのさまざまな行動に影響を与

えると考えられている（Goldman et al., 2009）。 

感覚過敏性はこだわり（常同行動,強迫的な行動,儀式

/的な行動)の増大に関連し,社会活動を遂行する能力

が低下することが示され,感覚鈍麻は社会的コミュニ

ケーション困難の重症度と正の相関がみられる

（Schaaf & Lane, 2015）。このように感覚処理障害

はASDの他の中核症状と関連していることが示され

ている。感覚過敏の種類や程度は，年齢やその他の状

況に応じて変化していく。特にその重症度は，年齢と

自閉症の重症度が関連していることが指摘されてい

る（高橋・神尾，2018）。本事例では幼児期には，視

覚，聴覚，触覚，嗅覚，味覚など，様々な感覚におい

て過敏性と感覚鈍麻がみられていたが，本研究対象者

の保護者を対象とした過去の研究では,その症状は小

学校低学年から中学年の時代が一番強かったことが

確認されている（井上・井上，2014）。Ben-Sasson et 

al.（2009）は，感覚過敏は6－9歳に増大し，9歳を

ピークに低下していくことを報告している。本事例で

も6－9歳頃に増大，ピークであったと考えられるが，

その後の低下のスピードは遅く，徐々に減少傾向がみ

られ，その後周囲からは感覚過敏はなくなっていった

ようにみえていった。しかし対象者からの聞き取りで

は，聴覚過敏や感覚鈍麻については以前と比べると軽

くはなっているものの今も残っていると語られた。年

齢とともに感覚異常は落ち着いたと見える事例でも，

完全になくなっているわけではなく，その対処行動を

学習することで対応できるようになり，そのために周

囲からは軽減したようにみえていることが示唆され

た。 

 

２．こだわりについて 

常同的・反復的な行動や限局した興味関心などのこ

だわりもASDの中核的な症状の1つである。こだわ

り行動は不安やストレスを感じると症状が強くなり，

社会性やコミュニケーションと比べると改善しにく

いことが報告されている（Piven et al., 1996）。 

 本事例では感覚過敏や感覚鈍麻とこだわりの増大

時期は重なっていることが指摘されていた（井上・井

上，2014）。感覚過敏が増大していった小学校時代に

はこだわりも強く，そのこだわり行動による自分のル

ールに縛られることで，自分も家族も生活を送ること

が難しくなった時期があった。「いつもと違う行動を

したら何かがおこるかもしれない」「決めた通りにし

たほうが安心」と発言しているように，対象者のこだ

わりに「不安」が関連し，不安の低減のための1つの

方法としての機能を持っていたのではないかと考え

られる。 

本事例では，こだわり行動と感覚過敏は年齢ととも

に軽減していくことが示された。今でもマイルールと

して時間に正確に行動をする場面がみられているが，

それは自分の生活にマイナスになる程度のものでは

なく，むしろ仕事などの面においてプラスになること

が多い程度のものである（5分前行動のルールなど）。

またそれが苦手な人がいることも理解しており，人に

強要することなく，むしろ寛容な考え方で受け止める

ことができるようになってきている。 

さらに数字や電車など，幼児期にはこだわりとして

考えられていた行動や活動が現在の趣味や余暇活動

につながっており，不安を回避する機能だけでなく，

好みの刺激や活動としての機能にも着目していく必
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要があると考えられる。 

 

３．効果的な支援方法についての検討 

 ASDの感覚の問題への支援方法として，現時点で

エビデンスが確立した方法はないが，高橋・神尾

（2018）は以下の 5 つの支援ポイントを提示してい

る。 

①感覚の特徴を周囲に正しく理解してもらう 

②普段から情動の安定化を図る 

③不快感や不適応行動を誘発する感覚刺激を低減す

るよう環境調整をおこなう 

④不快感や不適応行動を誘発する感覚刺激を低減す

るツールを用いる 

⑤本人の対処行動のバリエーションを増やし，適切な

代替行動の獲得を支援する 

本事例は幼児期～小学校低学年は週 1 回の療育を

おこない，年齢と状況に応じて月1回～2回のカウン

セリング，高校入学後は長期休みのタイミングを利用

してのカウンセリングを実施してきた。そのため日常

生活や学校生活でおこった問題点について，本人介入

や親支援，学校介入をその時の状況に応じて実施して

きた事例である。 

 本事例の家族は対象者の感覚処理特性を早期から

理解し，不快の強さに応じて，それを回避するための

環境調整やツールを積極的に導入した。極度な回避の

ために家族の日常生活が制限された時期があったが，

対象者は環境調整によって感覚の不快感を抑制する

ことができることを学習していった。また家族は生活

の不自由に対して，対象者本人の前では否定するよう

な発言はおこなわず，「嫌な音ばかりでつらいね」「今

日はしんどい日なんだね」と共感の言葉がけをおこな

っていた。これは今回の面談後の雑談の中で，対象者

本人が「学校の先生はぼくの言うことを否定するので

はなくて，信じてほしかった。僕の言うことは嘘では

ありませんでした。お母さんは信じてくれていまし

た。」と発言をしていたことからも，まずは周囲が感

覚特性の理解をすることは重要であると考えられた。 

療育や面談の中では，情動の安定を図る方法や対処

行動や代替行動のパターンを増やすことを目指して

きた。感覚過敏性やこだわり特性については，ライフ

ステージや成長に合わせて様々な対処法を本人や家

族とともに試していくことで，将来的にその中から自

分にあった行動を選択的に活用できるように支援し

ていくことが有用であると考えられる。 
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